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回復プログラムに乗れない仲間とどう向き合うか 

庭には花が咲き、木々は若葉の緑にあふれ、鳥がさえずり、早苗の田んぼはカエ

ルの大合唱です。生命の息吹と躍動感がみなぎり、生きることの素晴らしさを教え

てくれます。掛け値なしの自然の恩恵ですが、アルコールや薬物、ギャンブル依存

症の厄介な病気を抱える者たちにとっては、季節の変わり目は要注意です。原因は

よく分かりませんが、春先から初夏にかけては入寮者の抑うつ的な傾向が強まりま

す。この時期をどうしたら“無傷”で乗り切れるか、頭の痛いところです。加えて、

最近の潮騒には「来る者は拒まず」の運営原則から、どうしても行き場のないボー

ダー（境界）型の依存症者？ が集まります。その多くが重い精神症状を併発した

人たちで、彼らが施設の“主役”となってからはちょっとしたことからトラブルに

なるケースが多くなり、無気力や徒労感が蔓延しがちです。「回復したい」「社会復

帰したい」という意欲に乏しく、施設内にただ滞留している感じなのです。これま

でのやり方では対応できない困難に直面しています。 

 過去を振り返ると、私の場合はステップ１で無力を認め、依存症者として生きる

ことに自覚を深めて以降、同じ病気の仲間と共に歩む人生を選択しました。自分が

リハビリ施設で助けられたことから、「一人でも多く苦しむ仲間を助けたい。その

ことが自分の回復につながる」と、非力を承知で施設を運営しています。私の回復

体験から「曖昧さ」「いい加減さ」を認め合い、規則に頼らずに自主性や自立性を

促すことが重要だと自分自身に言い聞かせてきましたが、依存症よりも別な精神疾

患（主に発達障害？）が重くのしかかっている、新たな難題を抱える入寮者たちの

急増で、この運営原則が危うくなっています。彼らの多くが、施設が提供する回復

プログラムに乗れないだけなく、施設運営を停滞・混乱させているからです。病気

が深いというより、長年の「怠惰」な生活スタイルの悪習から、私が信条とする「曖

昧さ」「いい加減さ」を逆手にとって、「怠惰」を自らの病気の正当化に利用してい

るフシがあります。「楽に生きたい」という心情は誰しも心のどこかに潜んでいま

す。でも、そのことに甘えて「怠惰」な人生を正当化してしまうと、私たちの回復

の歩みはストップしてしまいます。例え後ろ向きでも前に進むには、自分の弱さや

ダメさ加減に素直に向き合い、謙虚に生きることが大事です。 

今、私の目に前に突きつけられているのは、生きることの意欲が極端に低下した

人たちの重い現実です。世間から「怠け者」「人生の落ちこぼれ」のレッテルを張

られた彼らに、どうしたら人間としての尊厳を取り戻し、生きる希望を引き出せる

のか、どうしたら潮騒ＪＴＣが彼らに癒しと救い、希望を与えられるのか―私の苦

悩は日々、深くなるばかりです。           （施設長 栗原 豊） 
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潮騒メンバーが中学校で講

演しました（2、3㌻に記事） 

１ 

 



 

 

 県北の大子町立南中学校（山﨑則子校長）で 5月 15 日、平成 24年度薬物乱用防止教室があり、要請を受

けて潮騒ジョブトレーニングセンターの栗原豊施設長と入寮者 2人が講師を務めました。栗原施設長らは薬

物やアルコール、ギャブルなどに依存した挙げ句に、生きることも死ぬこともどうにもならなくなった過去

の「どん底」体験をきたんなく話し、生徒たちに衝撃を与えました。 

同中では毎年、この時期に薬物乱用防止教育の一環として講演に取り組んでおり、これまで警察関係者や

ダルクメンバーらを講師に迎えています。今回は潮騒ＪＴＣが昨年 3月に発行した県人権啓発活動等委託事

業による入寮者らの回復証言冊子「この熱い魂を伝えたいんだ！」を読んだ学校側からの依頼で、潮騒メン

バーによる講演が実現しました。潮騒では裁判所での情状証人や病院、刑務所でのメッセージ活動は盛んで

すが、学校現場で若い生徒たちに向けたメッセージ活動は少なく、貴重な体験となりました。 

自然豊かな山間部にある同中は全校生徒約 60 人の小規模校ですが、純朴で素直な生徒たちは先生と濃密

な関係を築き、家庭や地域と連携して活発に学習や部活動に取り組んでいます。直接、薬物問題が身に迫る

状況にはないもののゲームや携帯電話などへの依存傾向が見られることから、今回は「やめられないゲーム、

それでもあなたは続けますか」をテーマとして、それらが高じて「依存症」に陥るとどんなに抜け出すのが

大変かを潮騒メンバーが直接体験を通して生々しく語り掛け、生徒たちが熱心に聞き入りました。 

栗原施設長は依存症が現代社会の病理の側面を持ち、薬物・アルコール・ギャブル依存症だけでなく、摂

食障害や自傷行為、買い物、ゲーム、携帯電話、パソコン、恋愛など多岐にわたる分野でも陥る危険性があ

ること。依存症は自分ではなかなか病気と認められない「否認の病」であり、心の中に巣くう「寂しさの病」、

さらには人やモノ、対人と適切な距離を保てないコントロール障害、「関係の病」であることなど、特徴的

な側面を説明しました。中学生を対象とした講演体験が少ないことから緊張した様子でしたが、「ドラッグ

から身を守る潮騒ＪＴＣからのアドバイス」として、心から打ち解け合える友人をつくり、大切に友情をは

ぐくむことや学習、スポーツに打ち込むこと、家庭での一家団欒や親との会話、メリハリのある家庭・学校

生活を送ること、何よりも自分を大切にできる正しい自尊感情を育てることが「依存症の悪魔から君たち中

学生の身を守ることにつながる」と力説しました。                      （イチ） 
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※今回は、潮騒入寮者の中では比較

的、中学生に近い？ 若い世代の加

勢誠さん、小島誠さんが講師を務め

ました。緊張を感じさせないスピー

チで、「私たちを反面教師に薬物から

身を守って」とアドバイスしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学校現場での講演は不慣れな潮騒メンバーですが、生徒たちはよく話を聞

いてくれて、質問もありました。最後にお礼の言葉や花束をいただきました。

山﨑校長も「狙い通りの話が聞けてよかったです。生徒たちの心にも深く響

いたと思います」と評価してくれました。依存症者は何よりも自分に正直に

なり、人前でどんどん恥をかくことが回復につながります。要請があればで

きる限りお受け致しますので、どうかお気軽に潮騒までご連絡ください。 
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◆耕地整地されない畑地が荒れ放題に 

潮騒 JTC の入寮者たちが、鹿嶋市大字猿田字北ノ

内の荒れ地 1992 平方㍍を開墾し、畑地にする作業に

取り組みました。地目はあくまで農地（畑地）ですが、

耕地整理されていないために機械が入れるような農

道が整備されていなかったのに加え、これといった換

金作物も地域に普及せ

ず、産業構造が 1次、2

次から 3 次、4 次産業

へと変化して地域農業

が衰退する流れの中で、

この辺り一帯の農地も

だいぶ前から人の手が

入らずに荒れ地と化し

ていました。今回、延

べ 10 日近くにも及ん

だ作業は、期間中に雨

にたたられた日もありましたが、潮騒ファイザープロ

ジェクトが農業を中核として方向づけする重要な取

り組みとなりました。 

入寮者たちは荒れ地に生えていた木や草などを伐

採し、下草を草刈り機で刈ったあと、ショベルカー（ユ

ンボ）2 台で地面を掘り起こし、掘り起こした地面か

ら木や竹の根っこなどを取り除く「天地返し」と呼ば

れる作業に従事。徐々に土地を開墾していきました。

土地の周囲には切り倒された木や草などで囲いが作

られ、隣接する荒れ地との境界を示す目印にもなりま

した。整地された面積の広さを目の当たりにして、改

めて現代農業は機械化が不可避なものであることを

思い知りました。現場では、大型特殊免許を持ってい

る入寮者が重機を操作したほか、重機操作のベテラン

入寮者が若手の仲間たちに重機操作を実地で教える

など、将来に向けた職業訓練が行われていました。 

◆「長い時間乗っていればうまくなる」 

若手入寮者のケン坊さんに重機操作を指導したカ

マタさんは「（ユンボは）乗らないと覚えないが、一

回（操作方法を）覚えると忘れない。車の運転と一緒」

と話し、現場で重機操作を体験して「体で覚える」こ

との大切さを力説しました。初めてユンボに乗ったケ

ン坊さんは「現場でやったことがないし、慣れていな

いから難しい」と最初は戸惑いながらも、カマタさん

の指導に沿って着実に重機操作をマスターし、地面の

土砂をかき出していきました。カマタさんは、ケン坊

さんについて「大丈夫。後は長い時間乗っていればう

まくなる。要は慣れですよ、慣れ」と語っていました。 

入寮者たちは施設内に

閉じこもっている生活よ

りも野外で体を動かす作

業に魅力を感じており、

ケンボウさんは「外に出

たほうがいい。中でしゃ

べっているとあきちゃう

し、人間関係などでスト

レスがたまり、気が滅入

っちゃう」。カマタさんも

「俺は表に出て体を動か

したほうがいい。食事もうまいし、夜はぐっすり寝ら

れる。（睡眠導入剤を）使わなくても寝られる」と話

していました。 

農地の所有者で今回のプロジェクト提案者の増古

四郎さん（ＮＰＯ法人理事）は、開墾作業に従事した

入寮者について「みんな非常に真面目で一生懸命にや

っている」と評価。開墾した畑地については「ゆくゆ

くはサツマイモやジャガイモ、ダイコンを植えていく

ことを構想している」と述べ、付加価値の高い農業を

目指したいと意欲を見せていました。    

（サッキー） 
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フォト特集・潮騒田植えプロジェクト 

潮
騒
Ｊ
Ｔ
Ｃ
が
施
設
を
挙
げ
て
取
り
組
む
フ
ァ
イ
ザ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
業
で
、
職
業
訓
練
の
柱
と
な
る
農
業
分
野
の
取
り
組
み
が
本
格

化
し
て
い
ま
す
。
５
月
上
旬
に
は
支
援
者
の
協
力
を
得
て
「
潮
騒
・

田
植
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
様
子

を
写
真
で
振
り
返
り
ま
し
た
。
み
ん
な
生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
す
。 

1998年 10月 9日第三種郵便物認可 （毎月 3回 8の日発行） 2012年 5月 21日発行 ＳＳＫＵ   増刊通巻第 4171号 

 

５ 



 

 

 

 

潮騒ジョブトレーニングセンターの支援者の一人、

増古四郎さん（マスコ測量会長）が、鹿嶋市猿田地区

の荒れ地開墾や潮騒 JTC に対する熱い思いを語って

くれました。増古さんは事業家として成功するまで大

変な苦労をされた経験から、地域社会を構成する人た

ちが互いの傷みを本音で分かち合うことの重要性や、

一見遠回りに見えても社会的な弱者とされる人たち

との共生が、人間関係が疎遠になった地域コミュニテ

ィーを豊かにするという意見お持ちです。早い段階か

ら潮騒の活動に理解を示し、熱い支援をされています。

増古さんは今回の荒れ地開墾プロジェクトについて

「重機の操作や作業の流れが覚えられる。畑仕事もで

きる。人とのつながりが良くなる」などのメリットを

挙げ、以下のように説明しました―。 

          ◇ 

「開墾を進めた 581坪（面積 1922平方㍍）の荒れ

地だが、元々は桑畑だった。しかし、区画整理されて

いない畑地だったために、農業機械を入れるのが困難

だったことから使い勝手が悪く、周囲もそうだが 20

年近く耕作放棄していた。開墾作業をする前は雑木や

雑草、シノなどが生い茂り、地中深くまでくずイモが

根を張った。荒れ放題の原野だったが、重機を使った

開墾作業はさすがに効率が良く、4 月初旬から進めて

中旬までにはあらかた片付いた。農業経験のない入寮

者が関わる事を考え、全部だと手に負えない広さだと 

考え、当初は 300坪程度を畑として確保したい。夏場

の除草作業など手の抜けない管理が一苦労だろう。開

墾した畑地については、トラクターを入れて耕運し、

堆肥を入れて再度耕運したあと、ビニールを掛けて 6

月にはサツマイモを植える段取り。10月には収穫する

見通しを立てたい。敷地内に４～５間ほどの貯蔵ハウ

スも建設したい。サツマイモはこの地方の特産でもあ

り、例えば潮騒が自力で焼きイモ販売を手掛ければ付

加価値も高まる。軌道に乗れば、秋ダイコンを作るの

はどうか。ダイコンをたくあん漬けにして潮騒独自の

ブランドとして売り出すなど夢がどんどん膨らむ。い

ずれも単年度でやるのではなく、数年のスパンで考え

たい。あくまで事業の主役は依存症という病気を持つ

入寮者だということを忘れないようにしたい」 

           ◇ 

潮騒 JTC にとって農業を中核とした作業療法は回

復プログラムとしても有効で、入寮者たちの取り組み

をつぶさに目にしてきた増古さんは、彼らの成長ぶり

を「作業に何ら遜色はない」と評価しました。作業を

通じてチェーンソーが使え、手入れもできるようにな

ったほか、集団での作業を通じて「絆ができている。

（技術取得の）効果はあった」と語りました。ただ、

スリップする入所者が少なからず出る現状では「思う

ようにはいかないかもしれないが、ある程度の規約を

設けて社会復帰をさせる準備をする」「ジョブトレー

ニング専用の圃場を作る」を提案しました。 

将来的には潮騒施設内で職業訓練の指導をするリ

ーダー育成の必要性についても力説し、「リーダーに

なる人が何人作れるかが課題だが、今の段階でも（入

寮者を）引っ張っていけそうな人材が何人かいる」と

明るい見通しを示しました。このほか本プロジェクト

の主眼である、社会復帰をにらんだジョブトレーニン

グとその受け皿となる就労支援ネットワークづくり、

依存症者に対する地域環境整備については、「ファイ

ザー助成金を有効活用して基礎固めと方向づけの事

業として位置づけてほしい」「あれもこれもという欲

張った性急な取り組みではなく、地に足をつけて今の

潮騒の陣容や水準に沿う事業内容にしていくことが

大事」と提言してくれました。   （聞き手・Ｓ） 

 

潮騒発展のチャンスを生かして！～支援者・増古四郎さんが熱い思いを語る 

今回の開墾プロジェクト提案者の増古四郎さん 
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―Ｑ 近藤さんは１９９５年に東京弁護士会人権賞

を受賞していますね。あれはどういう経緯だったんで

すか？ 

 近藤 亡くなったけど、ぼくの活動に理解をしてく

れた、知り合いの堀川文孝弁護士が推薦してくれたん

だ。国会図書館に連れていってくれたりしてフットワ

ークのいい弁護士で、少しアルコールに問題があって

最終的に彼は自殺しちゃっ

たけど。その堀川先生が「近

藤さんの活動すごいから、

推薦しておきますよ」と。

その時に僕の恩人でもある

元判事で後に弁護士となっ

た奥田保先生もいたから意

外にすんなり通ったんじゃ

ないかな。 

 ―Ｑ 日本では薬物依存

者といえば、まず犯罪者と

いう色メガネで見られます。

「ヤク中」の表現が示すよ

うに、犯罪や非行という視

点が強いので人権の面でも

制限されて見られちゃいま

すよね。それだけに近藤さ

んが、当事者として人権回

復の先駆的な第一人者とい

うことで評価されたと思う

んですけど。改めて、薬物

依存と人権について伺います。どうしても日本では声

高に、当事者から人権を叫びにくい状況がありますよ

ね？ 

 近藤 いや、人権回復なんておこがましい。俺たち

から人権を言っちゃおかしいと思う。我々が人権とか、

我々が正しいとかを言うべきではない。国家に、我々

が「金がないから金をください」というのもおこがま

しい。だから、誰か代弁してくれる人が必要になって

くる。 

 それがアパリであったり、取り巻いている当事者で

はない人たち、弁護士であったり、精神科医であった

り、そういう人たち、支援者たちが、ぼくらが継続し

てやってきたことに対して多少信用がついて（２７年

間もやったわけだけれど…）、認めてやってほしいと

関係機関に働き掛けたり、助言するのはありだけど、

当事者が言うべきではない。 

 ―Ｑ そこのところをもう少し説明してください。 

 近藤 我々が正しいとい

うことは言うべきではない

が、我々が良くなることの

権利はある。そして同時に、

人は悪くなっていく権利も

ある。そういう微妙な位置

にいる我々と、権利の向上

を目指す人や権利擁護を声

高に主張する人たちとを一

緒にしてしまってはまずい。 

 薬物依存の世界で我々が

少しでもよくなって、次の

人たちを手助けする役割を

守っていければ、少しでも

再犯が防いでいけるという

ことだから、それは合理的

な話。ただ社会は一度なっ

てしまった人たちが再犯が

多いせいもあり、なかなか

信用してくれない。 

 良くなったらということ

が、次の世代の子どもたちにそのことを伝える時に、

「薬物をやってもよくなるよ」という話になっちゃ困

る。それは難しいところ。なって悲惨な体験をしたけ

ど、今はこうして立ち直った、と。 

 で、これが「大成功を修めた」という話になるとダ

メだからな。大成功したと自負している人たち、いっ

ぱいいるじゃん。ダルクの中にも。でもそのことを言

っちゃだめなんだよ。そこのところのケジメというか、

常に謙虚でなければならないというのが、私の回復の

権利の考え方です。         （次号に続く） 

「俺たちから人権を言っちゃだめ。大成功を収めたと言う人もダルクにはいるけど、それはおかしい」 
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◆今日一日シラフを積み重ねることの幸せ 

 薬物依存症のエンです。自分自身の回復ストーリー

について語ろうと思うのですが、私は自分が回復して

いると胸を張って言えません。なぜかと言うと、２、

３カ月くらいクリーン期間が続くとスリップしてし

まうからです。スリップすると、それまでに自分が回

復を信じてやってきた事が何だったのか、とても絶望

感に襲われます。だけど、死ぬ勇気もない私は日々、

施設にいて同じように回復を目指す仲間の中でプロ

グラムをやっていくしかありません。時間が経てばま

た回復を信じられるようになり、微かな希望の光を見

て過ごしています。立ち直るのはいいのですが、心の

傷が癒えてくる頃になると、毎日少しずつ魔が入り込

んできます。 

 夜寝る前などに依存薬物の事を考える時間が、日に

日に増えてくるのです。もう、うんざりなはずの薬物

が、またもや自分の頭から離れなくなります。そうな

ると結局、私は薬物が好きなんだと、やりたいんだと、

認めるしかありません。「もう参りました。疲れまし

た。神様どうか助けて下さい」。自分の無力を認めて、

自分を超える偉大な力を信じて毎日を過ごすように

なると、不思議なことにシラフでの生活が結構楽しく、

小さな幸せを感じたりすることに驚かされます。 

ミーティングで「自分の毒」を吐いているからなの

か、後ろめたい事が何もないので、素直に楽しめます。

そんな新しい生き方を続けて行くために、せっかちに

ならずに、一歩一歩、今自分に出来る事をやっていけ

ばいいんだな、と思い直しています。そんなに遠くを

見ないで、今日一日シラフを楽しみたいと思います。

ありがとうございました。         （エン） 

◆マリファナと音楽と犯罪と私 

 アディクトのジョーです。僕がクスリに手を染めた

のは二十歳ぐらいの時からで、最初はマリファナでし

た。それまで酒もタバコもやらなかった僕は、この違

法薬物の虜（とりこ）になりました。酒やタバコは違

法ではないので興味がありませんでした。今考えれば、

僕には犯罪者の素質があったのだと思います。少年の

頃の僕はミュージックに熱中していましたが、アメリ

カの有名なロックアーティストが麻薬で死んだと聞

いて興奮しました。大人の目からみれば、「ケシカラ

ン！」と思うでしょうが、そういう事が伝説のように

なってしまう事が、僕の少年の頃には少なくなかった

と思います。 

 そんなわけでマリファナを吸い、サングラスをかけ

て不良ミュージシャンを気取っていました。ミュージ

シャンは十八才頃から職業としてやっていましたが、

いつも麻薬の事は頭から離れませんでした。麻薬をや

る事で、有名アーティストと同じようになれる気分が

しました。クスリに関してはその効き目だけではなく、

犯罪性という事にも目を向けなくては、と思っていま

す。その犯罪性が僕を虜にしている―その点にも目を

向けなくてはイケないと思っています。 （ジョー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新刊紹介コーナー 

ダ
ル
ク
創
設
者
で
日
本
ダ
ル
ク
代
表
の
近

藤
恒
夫
さ
ん
が
、
初
め
て
の
子
ど
も
向
け
啓

発
書
「
ほ
ん
と
う
の
ド
ラ
ッ
グ
」
を
著
し
ま

し
た
。
講
談
社
刊
。
１
２
０
０
円
（
税
別
）。 

【お願いします！】潮騒ＪＴＣでは使わなくなった中古パソコン、中

古の車いす、中古自転車などの献品を求めています。回復活動や日々

の生活に必要なので、どうかご協力を宜しくお願い致します。 

左
か
ら
サ
ブ
ち
ゃ
ん
、
イ
ッ
チ
ャ

ン
、
一
休
さ
ん 
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●薬物離脱教育の中で潮騒の施設名が出て驚く 

 ４月から薬物依存離脱指導プログラムが始まりました。これ

までにオリエンテーション、精神科医の話、北海道ダルクの関

係者による講話があり、ダルクはどうやって誕生したか、近藤

恒夫さんのことが話されました。ダルクの考え方や入寮者の生

活、ミーティングの意味など、私たちの多くの質問に対しては、

北海道ダルクのメンバーが分かり易く答えてくれました。「潮

騒ＪＴＣから手紙が来た人はいますか？」と問われ、ピンポイ

ントで潮騒の施設名が出てきたことには驚きました。それだけ

幅広い活動をしているんだなあ、と改めて思いました。 

                  （北海道 Ｉ・Ｔ） 

 

●再び矯正施設には入所しないと心に堅く誓う 

 栗原様からの手紙で「Ｈさんは回復できる人だと私の目には

映りました」と書かれてあり、その言葉が私自身をどれだけ心

強くさせてくれた事かわかりません。とはいえ、これから薬と

縁を切るのは大変な努力がいることかは、自分自身が一番わか

っているつもりです。何とか栗原様に心の支えとなって頂き、

再びこの様な矯正施設には入所しないと心に堅く誓っており

ます。日本ダルク代表の近藤恒夫氏の「薬物依存を越えて」の

本を手にできました。読み始めたばかりですが、今の私にはき

っと血となり肉となると思っていますので、しっかり勉強して

いきます。              （北海道 Ｈ・Ｓ） 

 

●ミーティングを通して不思議な力を知る 

 私は何 10 年もの間、決して止めることのできなかった薬物

との関係をグループミーティングで話したところで、どうにか

なるものではないと思っていました。想い出したくもない過去

の古傷に触れ合い、惨めな生活をしていたことや、誰からも相

手にされず、寂しく恥ずかしい生活を送ってきたことなど、と

ても他人には話すこなどできない、と。 

それに人前で話をするのが苦手な私なので、早く話を終わら

せようと話を始めたのですが、少しずつ話をすると、不思議と

34 年前の 18 歳の時に初めて覚せい剤を使った、あの日の出来

事が鮮明に蘇りました。何がきっかけで、どういう気持ちで覚

せい剤を使い、その後も悪いと分かっていてもなぜ、使い続け

ていたのか。あの頃の自分の姿や、気持ちを素直に知ることが

できました。18 歳といえばまだ子供で、その子供の頃に危険な

薬物に手を出し、覚せい剤ほしさに親兄弟からお金を騙し取っ

て泣かせたり、友達からはお金を借りまくって知らんぷりをし

ては友達を傷つけていました。知らず知らずのうちに、根深い

依存症という病気に蝕まれていったのだと思います。 

そうした青春時代を想い出すと、大声で泣きたい程の気持ち

になりました。ふと気が付くと、人前で話をすることがとても

苦手だった私が、なぜか話をしたい気持ちになっていました。

難しいと思われたミーティングでしたが、（中略）４回の覚せ

い剤離脱教育を受けていろいろな話したことで、今まで胸の内

に秘めていた薬物に対する重苦しい気持ちが少し軽くなりま

した。同じ依存症を持つ人達の前で、初めてのミーティングで

感じたことは、ほとんどの人が同じような体験をしているので

格好を付けた話や見栄を張った話は無用で、素直な気持ちで話

をすればいいんだということでした。   （東京都 Ｋ・Ｈ） 

 

 ●出所３カ月を切り、体力づくりの日々 

 昨年、道内は５月の上旬頃にあちらこちらで開花が聞かれま

したが、今年は寒さで開花が遅れています。ラジオでは桜をテ

ーマにした曲が流れているのに、ふと窓の外を見ると桜ではな

く雪が舞い、吹雪いています（笑）。そちらの方では求人、仕

事はどうでしょうか？ 鹿島港、神栖の方は住友金属関係の仕

事がありそうですが…。不況ですから選り好みしなければ、と

は思うのですが、厳しいのが実情でしょう。潮騒が取り組むプ

ログラムのジョブトレーニング・メニューに参加させてもらえ

るのがチャンスだと思って、肉体労働ができるように運動で体

力づくりをしています。出所３カ月を切りましたので、さらに

筋トレやランニングを増やしています。  （北海道 Ｔ・Ｈ） 

 

 ●社会に戻ったら自分のことを子供たちに話す 

 自分には小学生の子供がいるのですが、この子が中学生、社

会人になった時に友達の誘惑などから、薬に手を出してしまう

のではないかと危惧しています。誘惑に負けず、きちんと断る

勇気を持てるだろうか、と。そうならないためにも、自分のこ

とを我が子に話すつもりです。自分が卒業した中学校は、鹿嶋

市で 1、2番目に悪かった中学なので、自分の先輩や友達は皆、

不良になってしまいました。そこから薬につながっていった訳

ですが、社会に戻ったら薬の恐ろしさや自分のことをできるだ

け多くの子供たちに話すつもりです。そして鹿嶋、神栖を覚せ

い剤のないまちにしたいと思っています。 （北海道 Ａ・Ｍ）

受刑者のみなさんからの手紙～「潮騒通信」を読んで～ 
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新
東
名
疾
駆
の
ポ
ル
シ
ェ
春
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潮
騒
・
豊 

四
月
十
四
日
に
御
殿
場
、
三
ヶ
日
間
が
開
通
し
た
新
設
計
の
ハ

イ
ウ
エ
イ
、
そ
こ
を
走
る
ポ
ル
シ
ェ
の
句
で
山
口
百
恵
の
歌
を

思
う
。
あ
っ
と
言
う
間
に
春
霞
に
消
え
去
る
ス
ピ
ー
ド
。
爽
快

な
句
で
す
。 

 
 武

士
の
魂
は
緑
陰
名
古
屋
城 

 
 

 
 

 

潮
騒
・
豊 

 

「
武
士
」
は
、
も
の
の
ふ
、
と
も
言
い
ま
す
が
こ
の
句
は
少
し

解
り
づ
ら
い
、
何
か
忠
魂
碑
の
こ
と
か
も
、
「
前
書
」
の
欲
し

い
句
で
も
あ
り
ま
す
。
名
古
屋
城
は
徳
川
御
三
家
尾
張
藩
の
城

で
天
下
普
請
に
よ
り
築
城
、
戦
後
消
失
部
を
復
旧
し
て
、
金
の

鯱
鉾
が
有
名
。
城
で
の
戦
は
な
い
が
緑
陰
に
そ
の
武
士
の
魂
を

想
う
句
か
も
。
「
秋
空
に
金
の
鯱
鉾
名
古
屋
城
」
が
私
に
あ
り

懐
か
し
い
。 

 
 

「
秋
空
に
金
の
鯱
鉾
名
古
屋
城
」
が
私
に
あ
り
懐
か
し
い
。 

 
 

 

 

灯
が
消
え
し
我
の
慰
み
朧
月 

 
 

 

北
海
道
・
健 

 

病
院
な
ど
で
も
決
め
ら
れ
た
時
間
が
来
る
と
消
燈
す
る
、

相
部
屋
で
は
話
も
続
く
が
個
室
だ
と
寂
し
い
。
窓
の
朧
月

が
心
を
包
む
様
に
慰
め
る
、
冬
の
月
で
な
く
て
よ
か
っ

た
。「
灯
が
消
え
し
吾
の
慰
み
の
朧
月
」
に
す
る
と
調
べ

も
良
く
な
り
ま
す
。 

 
 手

に
と
れ
ぬ
も
の
美
し
く
春
の
月 

 

北
海
道
・
健 

 

「
手
に
と
れ
ぬ
も
の
」
は
物
質
と
希
望
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
等
を
含
め
て
叶
わ
ぬ
事
へ
の
憧
れ
か
も
、
誰
し
も
望

が
全
て
叶
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
時
で
も
何
処
で

も
希
望
を
持
つ
こ
と
は
生
き
る
支
え
に
な
り
ま
す
。
ほ
ん

わ
り
と
し
た
春
の
月
に
叶
う
句
で
す
。 

 

夜
具
の
ほ
か
に
家
具
ひ
と
つ
無
き
牢
に
座
し 
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春
の
日
の
獄
舎
に
耳
を
澄
ま
し
け
り 

 
 

 
 

 
 

 

北
海
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・
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「
春
の
日
」
は
一
般
的
に
は
暖
か
い
思
い
が
あ
り
、
獄
舎
で
も
話
し
声
な
ど
明

る
さ
を
想
い
ま
す
、
そ
の
中
で
一
人
耳
を
澄
ま
す
、
寂
し
い
思
い
の
す
る
一
句

で
す
。
秋
だ
と
遠
く
の
声
も
も
っ
と
聞
こ
え
ま
す
。 

  冷
え
た
手
で
熱
く
想
い
を
書
く
手
紙 
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手
紙
に
も
種
々
あ
り
ま
す
が
こ
の
場
合
は
妻
や
家
族
へ
の
手
紙
を
彷
彿
し
ま

す
。
「
冷
え
た
手
に
想
い
を
熱
く
」
に
切
実
な
心
情
の
伝
わ
る
句
で
す
。
「
冷
え

し
手
に
熱
き
思
い
の
手
紙
書
く
」
で
口
唱
も
思
い
も
深
く
な
り
ま
す
。 

  早
ば
や
と
終
わ
る
春
場
所
ま
た
老
ゆ
る 
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春
場
所
は
大
阪
場
所
と
も
言
い
ま
す
が
、
六
場
所
制
の
中
で
は
年
内
に
ま
だ
四

場
所
あ
り
ま
す
し
、
一
日
の
日
も
こ
れ
か
ら
夏
の
明
る
さ
に
向
か
う
の
で
「
早
々

と
終
わ
る
秋
場
所
ま
た
老
ゆ
る
」
で
は
如
何
で
し
ょ
う
。
好
き
な
相
撲
や
イ
ベ

ン
ト
が
終
わ
る
と
確
か
に
ま
た
歳
を
重
ね
る
思
い
に
は
な
り
ま
す
。
面
白
い
句

で
す
。 

 

機
の
尖
は
春
の
霞
を
割
き
ゆ
き
ぬ 
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機
は
飛
行
機
で
、
霞
の
中
を
飛
ぶ
様
の
句
で
す
が
霞
は
空
全
体
で
薄
い
の
で
、

梅
雨 の

黒
雲
か
霧
の
ほ
う
が
割
く
感
じ
が
し
ま
す
。「
機
の
尖
は
梅
雨
の
黒
雲
割
き
ゆ

け
り
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  降
る
雪
に
白
樺
林
白
き
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冬
の
長
野
県
は
何
度
も
訪
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
雪
の
山
も
裾
の
白
樺
林

も
白
一
色
で
美
し
い
、
そ
の
林
の
中
の
家
も
ま
た
白
で
何
か
メ
ル
ヘ
ン
を
誘
う

句
で
す
、
し
か
し
豪
雪
と
な
れ
ば
住
む
人
に
は
苦
労
の
多
い
雪
で
も
あ
り
ま
す
。 
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葉
桜
の
古
里
に
友
減
り
ゆ
け
る 

 
 

 
潮
騒
・
豊 

 

桜
は
日
本
を
代
表
す
る
花
で
花
便
り
の
言
葉
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
桜
の
里
も
葉
桜
に
な
り
静
か
に
な
る
と
淋
し
い
思

い
に
も
な
る
。
ま
た
幼
馴
染
や
友
人
も
老
い
た
り
故
郷
を
離

れ
て
少
な
く
な
る
と
余
計
に
寂
し
さ
も
増
す
、
し
み
じ
み
と

し
た
一
句
で
す
。 

◇ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

他
人

ひ

と

が
皆
自
由
気
ま
ま
に
見
ゆ
る
日
の 

我
を
縛
れ
る
獄
と
い
う
枷 

帰
る
日
を
夢
に
描
け
ば
今
日
の
日
も 

思
い
煩
う
こ
と
な
く
過
ぎ
る 

（
北
海
道
・
章
三
郎
） 
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▼献金を戴いた方 ▼献品を戴いた方 

富井建夫 様 

上田 隆  様 

佐藤 浩  様 

小岩井商事様 

大友和子 様 

坂西ミヤ  様 

高田武義 様 

 

 

 

 

5月中旬～6月中旬行事予定 

19日 北関東薬物関連問題研究会、秋元病院メッセージ 

20日 アルコール茨城地区セミナー（日立市） 

21日 新宿・とまりぎ相談業務 

23日 埼玉県吉川市福祉・民生委員視察来所 

24日 秋元病院ソフトボール交流試合 

26日 薬家連フォーラム（宇都宮市） 

27日 ＮＰＯ法人潮騒ＪＴＣ定時総会、潮騒家族会 

6月 1日 韓国ダルク開所式フォーラム 

８日 水戸更生保護女性会視察来所 

10日 秋元病院メッセージ 

15日 川崎ダルクフォーラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   石井照明 様 

  長澤勇吉 様 

 

 

☆そのほか匿名の皆様から献品・献金をいただきました。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

「生活の恒常性」という言葉がある。明日も

今日と同じように生活が繰り返えされると

いう意味。人間とは勝手なもので、平穏無事

を願いながらも、それが毎日続くとなると退

屈に思えたりして、今度は変化を求めるよう

になる。でも、行き過ぎた変化や振幅の激し

い日常となると、今度は前のように変わり映

えしない日常を追い求めたくなるから不思

議だ。でも、よくよく目を凝らせば、私たち

の日常とは小さな変化の積み重ねでもある。

本当は何一つとして同じ日常はない。だから

今という時間を大事に、精一杯生きることが

何事かであるはずだ。それにしても日常があ

まりに早く過ぎゆく。これも老いの兆候なの

だろうか。日々、反省の日々を送る入寮者に

見習い、無理しないで「今日一日」の精神で

生きようと思う。        （市） 

編集・発行 
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（
会
費
に
含
む
） 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 

 ※発送作業簡略化のため、振込取扱票は

全員の方に同封させて頂いております。 

どうぞご理解の程をお願いします。 

今月も多くの方から献金・献品をいただきました。心から感謝申し上げます。本当にありがとうござ

いました。おかげさまで潮騒 JTC は、回復のためのプログラムを実践することができておりますこ

とをご報告いたします。今後ともご支援くださいますよう、なにとぞ宜しくお願い申し上げます。 

献金・献品を頂いた方々（4中旬～5月中旬） 

星 浩子 様 

（セシアン）藤村ますみ様 

 池田幸子 様 

 平田幸子 様 

 岩田けい子様 

 小岩井商事様 

 山九（株）明日鹿寮様 

 根崎 彰様 

 吉岡冨美子様 

 栗原 稔 様 

 猪瀬英明 様 

  中村照代 様  
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